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《授業計画》

科目名 　子どもの保健

担当者氏名 　葛本　ひとみ

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・秋期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

専門基礎-1 国際社会に貢献できる人材育成

専門基礎-3 コミュニケーション能力の向上

専門基礎-4 発達の深い理解

専門基礎-5 指導・保育の専門性

① 講義の形態: 
・配布資料や教科書をもとに講義形式で授業を行い、内容によ
り演習を取り入れる。
・パワーポイントで進め、内容により視聴覚教材を用いる。
② 学習方法:
・レポート作成や実験、指数計算・成長曲線、家庭への配布プ
リントの作成などにより、学習の理解を深める。

「子どもの保健と安全」　編著:高内正子 (教育情報出版社)

保育所保育指針(厚生労働省編)保育所保育指針解説(フレーベ
ル館)幼保連携型認定こども園教育・保育要領(内閣府、文部科
学省、厚生労働省)幼保連携型認定こども園教育・保育要領解
説(フレーベル館)幼稚園教育要領(文部科学省)幼稚園教育要領
解説(フレーベル館)、保育所における感染症対策ガイドライ
ン、保育所におけるアレルギー対応ガイドライン(厚生労働省)

《子どもの心身の特徴を理解し、健康を保持・増進するための
保育の在り方や、子どもの健康支援について理解する。》
・子どもの心身の健康増進を図る保健活動の意義を理解す
る。・子どもの身体発育や生理機能の発達を把握し、一人一人
の子どもの発育発達と保健の在り方について理解する。
・子どもの健康状態とその把握の方法について理解する。
・子どもの疾病と予防法及び適切な対応について理解する。

【予習】
「2023年度秋期　子どもの保健の授業計画」をもとに学習範囲
を確認し、配布プリント、参考資料等を熟読すること。
【復習】
　各回の配布プリントの見直しを行い、学習のまとめをノート
に作成すること。

平常点(学習態度、提出物、発表) 10%   レポート・ミニレ
ポート 70%　　期末課題レポート 20%

この科目は小学校の教員経験に基づき構成しています。

週 テーマ 学習内容

1
授業概要・子どもの健康
と保健の意義

①保健活動の意義と目的　②健康の概念と健康指標

2
子どもの健康と保健の意
義

②子どもの健康についての現状と課題、地域の保健活動と児童虐待の防止

3
子どもの保健の諸統計 ①子どもの保健と母子保健の統計　②子どもの年齢別事故・ケガの統計

4
子どもの心身の発達とそ
の評価

①身体発育の特徴と評価

5
子どもの生理機能の発達 ①生理機能の発達　②子どもの脳神経の発達

6
子どもの生理機能の発達 ③運動機能の発達・精神機能の発達　④感覚の発達　⑤歯の発達

7
子どもの健康状態の把握 ①健康状態の観察

8
子どもの健康状態の把握 ②発育・発達の把握と健康診断

9
子どもの健康状態の把握 ③保護者との情報共有

10
子どもの疾病の予防及び
適切な対応

①主な疾病の特徴及び予防と対応(子どもの病気の特徴、先天性の疾患、SIDS)

11
子どもの疾病の予防及び
適切な対応

　　　　　　　  (呼吸器疾患、循環器疾患、血液系の疾患)

12
子どもの疾病の予防及び
適切な対応

　　　　　　　　(消化器疾患、悪性腫瘍、神経系疾患、精神系疾患)

13
子どもの疾病の予防及び
適切な対応

　　　　　　　　(内分泌・代謝性疾患、免疫・アレルギー性疾患)

14
子どもの疾病の予防及び
適切な対応

　　　　　　　　(腎・泌尿器疾患、皮膚の疾患、整形外科的疾患)

15
子どもの疾病の予防及び
適切な対応

　　　　　　　　(口腔・眼・耳鼻科疾患、予防接種)
②子どもの疾病の予防と対応
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